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自己紹介

山川 宏樹 （やまかわ ひろき）

■IPA出向 2022/4/1～2025/3/31
独立行政法人 情報処理推進機構（IPA) 社会基盤センター/デジタル人材センター

●担当業務（一部）
・経産省のデジタル人材育成施策

「デジタル人材育成プラットフォーム」実装の1つ「マナビDX」開発と推進
・デジタルリテラシー普及

■IPA出向前
 システムエンジニア、専門学校教員を経てウチダ人材開発センタ入社
●担当業務
・教育、人材育成の企画、講師、実施を担当

Oracle Instructor of the Year受賞（2013）
・「IT講師養成プログラム開発」WG副査（厚労省事業）
・「ISO29993に関するJIS開発」WG主査（経産省事業）

■デジタル人材育成学会 役員、情報処理学会、教育心理学会 所属
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本日の内容

1. リスキリングとその背景

2. デジタル人材の充足状況

3. 国（経済産業省）の施策

4. 仕事とスキル (2030年の仕事とスキル）

5. 学び
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「リスキリング」とその背景
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「リスキリング」

●いつから言われるようになった？

出典：World Economic Forumウェブサイト

2022年10月 国会での岸田首相（当時）の所信表明演説
「リスキリング支援1兆円」を機に国内で広まった

●世界では？

WEF(写真は2019年) G20 DEWG（写真は2023年）

出典：総務省サイトに文書掲載

https://www.weforum.org/stories/education-and-skills/the-digital-skills-gap-is-widening-fast-heres-how-to-bridge-it/
https://www.weforum.org/stories/education-and-skills/the-digital-skills-gap-is-widening-fast-heres-how-to-bridge-it/
https://www.weforum.org/stories/education-and-skills/the-digital-skills-gap-is-widening-fast-heres-how-to-bridge-it/
https://www.weforum.org/stories/education-and-skills/the-digital-skills-gap-is-widening-fast-heres-how-to-bridge-it/
https://www.soumu.go.jp/main_content/000896790.pdf
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社会課題のデジタル技術による解決

都市への一極集中と
地域間格差

少子高齢化と人口減少

自然災害の激甚化

業務の自動化・省力化

リモートワークの促進

情報基盤のクラウド化
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デジタル技術によるビジネス環境の変化

・先端技術の利活用が急速に進展しビジネスのデジタル化・高度化が進んでいる

・デジタル技術を駆使するスタートアップなどが急速に成長し、既存の事業を
置き替えるような破壊的イノベーションやデジタル・ディスラプションが起きはじめた

・ディスラプション(途絶、崩壊)に追い込まれず生き残るためには、
早急に組織の変革を行う事が重要

デジタル技術の活用により、ビジネスモデルや組織そのものを変革する
DX (Digital Transformation) の必要性が叫ばれるようになった
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①デジタイゼーション

②デジタライゼーション

③デジタルトランスフォーメーション

アナログ・物理データのデジタルデータ化

ツール等を用いて特定の業務をデジタル化。アナログの情報をデジタル化し、データを蓄積

業務フローや組織全体のプロセスを最適化。デジタルツールを使用して生産性向上

個別の業務・製造プロセスのデジタル化

組織横断/全体の業務・製造プロセスのデジタル化
“顧客起点の価値創出”のための事業やビジネスモデルの変革

DX（Digital Transformation）の3つの段階

出典）経産省 DXレポート2 p34

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
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DXの具体的な取組事項の成果の状況

出展）IPA「DX動向2024」データ集1-9
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技術を持つ働き手の偏在：ITエンジニアが従事する企業の偏在状況

出典）経産省「第1回 デジタル時代の人材政策に関する検討会」参考資料1 p2

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/001_s01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/001_s01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/001_s01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/001_s01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/001_s01_00.pdf
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企業IT部門とIT企業に存在するIT人材の割合

出典）経産省「DXレポート」
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長期低落傾向にある日本の国際競争力(1)
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長期低落傾向にある日本の国際競争力(2)

32 31

49

53

2023
2024

63

67

出典）経産省「第6回 デジタル時代の人材政策に関する検討会」資料に2023年、2024年データ追加

IMD 世界デジタル競争力ランキング推移
日本のランキング（全63ヶ国）※2021、2023は64ヶ国、2024は67ヶ国

日本のランキング（全63ヶ国）
※2021、2023は64ヶ国、2024は67ヶ国

https://imd.widen.net/content/spl6279qgc/pdf/2024-Digital-Country-profile-Japan.pdf
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DXに取り組まない理由

出展）経産省「第1回 Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会」資料2 p3
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デジタル田園都市国家構想：デジタル人材の育成目標

出典）経産省「第1回 Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会」資料2 p20

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/001_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/001_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/001_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/001_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/001_02_00.pdf
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令和8年度 デジタル人材育成関連施策（厚労・文科・経産）

（Copilotで集計）

●厚労省

●文科省

●経産省
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デジタル人材の充足状況



17出展）IPA 「DX動向2025」 データ集 p78

DXを推進する人材の「量」の確保

日本は「やや不足している」「大幅に不足している」の割合の合計は8割を超え、大半の企業でDX推進人材が不足している状態

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf


18出展）IPA 「DX動向2025」 データ集 p78

DXを推進する人材の「質」の確保

「過不足はない」と回答した企業の割合は、国ごとに大きな違いがみられる

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
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デジタルリテラシー向上に関する取組状況

出展）IPA 「DX動向2025」 本文 p24

「取り組んでいない」企業に対するデジタルリテラシー向上の取組が課題

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-2025.pdf
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DXからAXへ DX推進に対するAI利活用の位置づけ

出展）IPA 「DX動向2026のポイント」 p6

DXに取組む企業の半数以上がAIをDX推進の手段として位置づけている

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
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企業等におけるAI利用の進展

出展）総務省 「令和8年度版 情報通信白書（概要）」p5

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/summary/summary01.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/summary/summary01.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/summary/summary01.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/summary/summary01.pdf
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AIの利用用途

出展）IPA 「DX動向2026のポイント」 p5

事業の高度化や新たな価値創
出につながる用途の回答割合
は業務効率化等と比べて低く
なっている

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/rcu1hd0000016yh4-att/press20260716.pdf
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国（主として経済産業省）の政策
- デジタルスキル標準

- 情報処理技術者試験
     - デジタル人材スキルプラットフォーム
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デジタルスキル標準（DSS）

出典）IPA「デジタルスキル標準」ver2.0

デジタル社会においては、デジタルスキルは「全ての」人に必要である
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DXリテラシー標準（DSS-L）

出典）IPA「デジタルスキル標準」ver2.0
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DXリテラシー標準（DSS-L）

出典）IPA「デジタルスキル標準」ver2.0
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DXリテラシー標準（DSS-L）において重要な1ページ

出典）IPA「デジタルスキル標準」ver2.0
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情報処理技術者試験

出典）IPA 「試験区分一覧」

情報処理技術者としての
「知識・技能」が一定以
上の水準であることを認
定する国家試験

2025年度：
応募者77万人
合格者25.4万人

https://www.ipa.go.jp/shiken/kubun/list.html
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情報処理技術者試験：ITパスポート

出展）IPA 「令和7年度「iパス（ITパスポート試験）」の年間応募者数等について」

応募者数・受験者数・合格者数 業務別応募者数

社会人応募者数を業務別にみると、「営業・販売（非IT関連）」が最も多い
前年度と比べると、「製造」が最も高い増加率である

https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
https://www.ipa.go.jp/shiken/reports/ip-oubo2025.html
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デジタルリテラシー協議会「DX推進パスポート」
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情報処理技術者試験の見直し(2026/3～)イメージ

出典）経産省「第14回半導体・デジタル産業戦略検討会議」資料4 p100

AIを活用するためには、データを
活用可能な状態に整備・管理する
必要がある

DXのマインド・スタンス、データマネジメントの基礎に関
する出題追加、AI時代に対応した倫理の出題強化

“特定の人材像の設定が難しく
なっている。国家試験は、必要
なスキル習得に着目したスキル
ベースの体系にする”
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デジタル人材スキルプラットフォーム

出典）経産省「Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会 報告書」4.3.3

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/dxjinzaireport_202505.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/dxjinzaireport_202505.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/dxjinzaireport_202505.pdf
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デジタル人材スキルプラットフォーム（検討時資料）

出典）経産省「第4回 Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会」資料3 p4

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/004_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/004_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/004_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/004_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/004_03_00.pdf
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内閣府・内閣官房等からの発信

新しい資本主義の
グランドデザイン及び実行

計画 2024年改訂

経済財政運営と改革の基
本方針2024 について
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仕事とスキル



36

DX推進スキル標準(DSS-P) 「共通スキルリスト」

出典）IPA「デジタルスキル標準」ver2.0

6つの類型に共通のスキルとして定義
5 カテゴリー/13 サブカテゴリー
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必要なスキルの獲得状況（今後身につけさせたいスキル）

出展）IPA 「DX動向2025」 データ集 p90

「戦略立案・マネジメント・
システム最適化に関わるスキ
ル」が共通して高い

日本は総じて高い⇒この分野
に精通している人をアサイン
できていない可能性がある

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf


38出典）経済産業省 「第3回 Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会」資料2(リンクトイン・ジャパン様) p30

ソフトスキル

ヒューマンスキル、パーソナルスキル、ジェネリックスキル……さまざまな呼称があるが
いわゆる「人間的」な特性でもスキルとしてとらえるのが一般的

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/pdf/003_02_00.pdf


39出典）World Economic Forum 「Future of Jobs Report 2025」p33

2030年には、今あるスキルの39%がディスラプションする

https://reports.weforum.org/docs/WEF_Future_of_Jobs_Report_2025.pdf


40出典）World Economic Forum 「Future of Jobs Report 2025」p19

Fastest-growing jobs, 2025-2030

Top fastest growing jobs(%)

1.ビッグデータスペシャリスト
2.フィンテックエンジニア

 3.AI・機械学習専門家
 4.ソフトウェア・アプリ開発者
 5.セキュリティ管理スペシャリスト
6.データウェアハウススペシャリスト
7.自動運転・EV専門家
8.UI/UXデザイナー

 9.小型トラック運転手・配送サービス
10.IoTスペシャリスト

https://reports.weforum.org/docs/WEF_Future_of_Jobs_Report_2025.pdf


41出典）World Economic Forum 「Future of Jobs Report 2025」p35

Core Skills in 2025

1.分析思考
2.レジリエンス、柔軟性、俊敏性
3.リーダーシップと社会的影響力

 4.創造的思考
 5.モチベーションと自己認識
6.技術リテラシー
7.共感力と傾聴力
8.好奇心と生涯学習

 9.人材マネジメント
10.サービス志向と顧客対応力
11.AI・ビッグデータ活用能力

https://reports.weforum.org/docs/WEF_Future_of_Jobs_Report_2025.pdf
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仕事は生まれてきた、スキルも必要とされる

5th Avenue, New York City

Wikimedia Commons, 1913, Author Unknown

Fifth Avenue in New York City on Easter Sunday in 1900

By an unknown photographer, 1900
National Archives and Records Administration, Records of the Bureau of 

Public Roads

13年で

馬車から
車に

Source : Library of Congress, Detroit Publishing Company Collection, "Fifth Avenue on Easter Morning" (ca. 1900)
Library of Congress, Bain News Service,"5th Ave. – Easter, '13" (1913)
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AIスキルについて
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いまいまのAIの利用法-情報通信白書

出展）総務省 「令和8年度版 情報通信白書（全体版）」p12,16

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r08/pdf/00zentai.pdf
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トピック 2025～

●AIエージェント AIはコンテンツ生成⇒手順の自動化⇒さらに目的の遂行へと進化する

・2025年に急速に広がる
・自らの作業プロセスとツールの使用を管理し、タスクの達成を自律的に制御する
・状況に応じて判断、行動を変える

・MCPプロトコル、A2Aプロトコルが発表され、AIエージェントと他ツール、AIエージェント同士の連携が可能になった
⇒AIエージェントが適用できる範囲が広がる

●バイブコーディング 「プログラミングの民主化」、エンジニア不要論まで語られる

・2025年2月に提唱された
・プログラミングを「文法」から、「バイブス」でできるようになる転換（生成AIでプログラム）
・2025年後半には、「SDD(Spec Driven Development;仕様ベース開発）」も登場

●フィジカルAI AIはコンテンツ生成⇒手順の自動化⇒さらに目的の遂行へと進化する

・物理世界で活動するAI
・センサーで物理世界を認識、自律的に判断して行動する
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悪い影響

出展）内閣府 「生成ＡＩ利用者の利用実態に関するアンケート結果」p31

質問：どのような悪い影響がありましたか？

https://www.cao.go.jp/consumer/kabusoshiki/ai_technology/doc/002_260331_shiryou2.pdf
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AIと協働する

・AIに代替される仕事も（もちろん）あるが、AIがあるからこそ生まれる仕事も出てくる
・「プログラムの民主化」により、ソフトウェアのコストは激減

⇒構想、企画、計画をきちんと立てるよりも作ってみて試す方が安いし早い？
・複雑な仕事でも細分化して定義できれば、AIエージェントで自動化できる
・人材の質的断絶を防ぐ活動が必要になる
・AIと協働して価値を生み出す… 

AIを業務のなかのどこに組み込めばよいか（人とAIが混在する設計）
分析して、プロセス設計して、チェンジマネジメントできる（人に対する影響力も必要）
目的設計、付加価値の定義など上流が重要になる

・AIそのもののスキルもすぐに陳腐化する→学び続ける力



48

学び
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スキルの把握状況

出典）IPA「DX動向2025 データ集」p88

日本の「必要なスキルを把握できていない」の回答割合は米国とドイツに比べて極めて高い。

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
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育成の施策

出展）IPA 「DX動向2025」 データ集 p86

アメリカ、ドイツは「学んだ
ことを業務に活かす仕組み、
工夫を用 意している」
「チームや組織で学び合う文
化、習慣を築いている」等の
項目の回答率が高い。

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf
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社会人の学びの実態 社外の学習・自己啓発

出典）パーソル総合研究所「グローバル就業実態・成長意識調査（2022年）」 p121

https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/global-2022.pdf
https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/global-2022.pdf
https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/global-2022.pdf
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「自律的な学び」の定義と必要性

出典）IPA「デジタル時代のスキル変革等に関する調査（2023年度）」全体報告書 p28

https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf
https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf
https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf


個人が自律的に学び、価値発揮して企業とともに成長していくことが求められている。
画一的な学び→パーソナライズされた自律的学び
個人の学び→組織を超えた学び
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個人・企業を取巻く環境と学びの変化

出典）IPA「デジタル時代のスキル変革等に関する調査（2023年度）」全体報告書 p27

https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf
https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf
https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/m42obm0000008q65-att/skill-henkaku2023-zentai.pdf
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個人のトランスフォーメーションのヒント：「まなパタ」

出典）IPA「大人の学びのパターン・ランゲージ（略称まなパタ）」

（パターン・ランゲージ：成
功している事例やその道の熟
練者に繰り返し見られる 「パ
ターン」を抽出し、抽象化を
経て言語化して共有するた
めの手法）

大人になってから学んで
いない調査結果が見ら
れる。

学び続ける実践者の
方々にインタビューし「大
人の学びのヒント」となる
パターン・ランゲージを
制作。

https://dx.ipa.go.jp/manapata
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個人のトランスフォーメーションのヒント：「まなパタ」

出典）IPA「大人の学びのパターン・ランゲージ（略称まなパタ）」

・一例

https://dx.ipa.go.jp/manapata


56

（出展）IMD「Forget Strategy,Embrace Agility」
（https://www.imd.org/research-knowledge/articles/forget-strategy-embrace-agility/)

参考：VUCAの時代、” FORGET STRATEGY, EMBRACE AGILITY”



CHANGE
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一文字違い

CHANCE

↓ ↑
CHANGEの
“T”errorが無ければ
CHANCE

CHANCEに
“T”ryを付ければ
CHANGE



ご清聴ありがとうございました
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